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「神奈川支部」 が発足します。 生活文化科会誕生
小田原支部実り会　会長

　守田由紀子
 （昭和 48年／大英卒）

　　科会長

　北村はるか
 （平成 20年／生文卒）

�Ä�Ð�¿�«�µ �Ä�Ð�¿�«�µ

　昨年 9月 27日の小田原支部実り会総会に於いて、
“神奈川県内の卒業生の参加を勧めたい”との全員一致
の提案が出されました。この件を理事会に諮りましたと
ころ、今年の 1月に承認を頂きました。つきましては、
今後、「神奈川支部の立ち上げ」の準備に入ります。こ
れを機会にこれまでの「小田原支部」の歴史を簡単に振
り返りたいと思います。
  「小田原支部」は、とても長い歴史を持つ支部でした
が、時代の流れにのまれて一度は消えていきました。
しかし、昭和 38年 11月に卒業生の尽力で再開され、
後に「実り会」と名付けられ親睦を深めて参りました。
　小田原は下田歌子先生とは、とても縁の深い地域で
す。1898年に帝国婦人協会を設立し、更に 1920年
には半官半民の「生活改善同盟会」の発起人にもなられ
ています。また、神奈川県下の婦人会の中でも、活動
的であった小田原婦人会で度々講演をされています。
この頃の活動は「かながわ近代の女たち“夜明けの航跡”
（神奈川県立婦人総合センター編著）」に詳しく記録さ
れています。
　また、箱根にも「実り会」の足跡が残っています。卒
業生の松坂ハナさんが嫁がれた箱根の老舗旅館「松坂
屋」に「実り会」が一泊の旅行をしています。また、この
旅館には面白い歴史があります。第二次大戦中の事で
す。横浜港に寄留していたドイツの船舶が謎の爆発事
故に遭遇し、多くのドイツ兵（130名）が帰国できなくな
りました。「松坂屋」は海軍省との縁が深く、日独伊三
国同盟を結んでいたため、このドイツ兵を客人として
招きました。しかし、終戦により米軍管理下の捕虜と
なり、4年にわたり滞在することになりました。この間
のドイツ兵の生活ぶりは「帰れなかったドイツ兵（新井
恵美子著）」に面白く書かれています。新井恵美子さん

　この度生活文化学科 20周年の節目の年に、生活文
化科会を発足いたしました。これもひとえに、皆さま方
のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。
　生活文化科会の主な活動は、後輩支援や卒業生同
士の交流です。
　在学生には、第一希望で入学した方、そうでない方
など、入学時は各々の思いがあると思いますが、卒業
時には「実践女子大学で良かった」と思っていただきた
いと思っております。そのためには卒業生の力が必要
です。生活文化学科で学んだことは、社会に出て大切
さに気付くことが多いように思います。会社で役職につ
いた方、新人として働き始めた方、結婚をした方、子
育て中の方等、様々な社会でご活躍の卒業生が、日々
何を学び、感じているのか…在学生に伝えるひとつの
場となればと思います。
　また、在学生だけでなく、卒業生同士も、交流しあい、
情報交換することで、一女性としてお互いに高めあえ
る場にとも思っています。学祖下田歌子先生は、実践
女子大学に「実践」と名付けました。様々な場で活躍し

は「かながわ近代の女たち“夜明けの航跡”」に寄稿され
ていた松坂ハナさんの話に興味を持たれて、この本を
出版されたそうです。
　現在、私は真鶴町に住んでいます。ＪＲ東海道線
に乗って小田原駅を過ぎると、左手に相模湾が広がり
始め、やがて住民 8千人にも満たない小さな町“真鶴”
に着きます。
　かってここには“真鶴岩村”があり、私たち母校の「真
鶴寮」があったところです。ちなみに下田先生の故郷
は、昨年旅した岐阜県の同じ岩村です。
　東京を離れ、この真鶴半島に住み始めて 6年が経
ちました。母校とのつながりを感じ、小田原周辺のこ
の地にも母校の歴史が連なっていることに感動を覚え
ています。
　高台にある我が家のリビングからは、真鶴港、相模
湾が広がり、正面には湘南海岸、遠くに丹沢の山並み
が一望できます。時の過ぎゆくままに、好きな本と向
き合い、一杯のコーヒーを味わう瞬間は私の至福の時
です。どうぞ、お立ち寄りください。
　現在の「小田原支部実り会」の会員は 81名です。小
田原市、南足柄市、秦野市、平塚市、伊勢原市、厚木市、
相模原市、海老名市、茅ヶ崎市、藤沢市、横須賀市、
足柄上郡、足柄下郡、中郡、（川崎市と横浜市が各 2
名、県外が若干名）です。これからは「神奈川支部」に
なることで、横浜市、川崎市、座間市、綾瀬市、大和
市、鎌倉市、逗子市、三浦市、愛甲郡、高座郡、三
浦郡の卒業生の皆さんのご参加で「オール神奈川」の
夢が達成できることになります。
  「かながわ近代の女たち“夜明けの航跡”」に、私たち
の “夜明けの航跡”が加わることになれば素敵ですね。

（もりた  ゆきこ）

ている卒業生が、お互いに刺激しあい、社会に役立て
て実践することで、自立した女性として成長できる会に
と思います。
　今年 2月 28日には、生活文化学科設立 20周年同
窓会及び生活文化科会設立の会を開き、1～ 17期生
の約 110名の卒業生、先生方が集まりました。久しぶ
りに顔を合わせ、楽しいひと時であったと共に、様々
なご経歴をお持ちの卒業生が、各社会でご活躍である
ことを知り、刺激になった良い機会でした。また生活
文化学科らしく、お子様連れのご参加も可能とご案内
し、お子様用のプログラムやスペースも用意しました。
　生活文化学科では生活を構成する様々な要素を、
学問として学ぶことができます。この特徴のように、卒
業生は幅広い分野でご活躍です。生活文化学科の特
徴を活かし、生活文化学科の卒業生らしい生活文化科
会をつくりたいと思います。
　実践桜会の皆様、各科会の皆様、各支部の皆様、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

（きたむら  はるか）
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「みんなでカレーを作ろう!!」のパ
ネルシアターのデモンストレーショ
ンをして、子供と遊ぶ学生たち

左から足立会計担当、坂本副
会長、北村科会長、伊藤広報
担当

生活文化学科初の同窓会
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【活動レポート】
●総会・講演会 
6月 20日（土）桜会会館ホール
　総会後の講演会は学園卒業生で女優の
渡辺美佐子様に「仕事と私」と題し、お話

を伺いました。
実践時代の思い
出と共に渡辺美
佐子様のエッセ
イ「りんごのほっ
ぺ」を朗読いただ

き思い出深い総会・講演会となりました。

●桜会主催「学祖下田歌子の故郷岩村の旅」
11月 14（土）、15日（日）

　桜会主催の「岩村
の旅」に会員 5名が
参加いたしました。
参加総数 100名の

大規模な旅行でし
た。多くの同窓生と
下田先生のお墓参り
が出来ました。また、
岩村の自然と人々の
温かさを満喫いたし
ました。

●第 1 回セミナー開催
11月 28日（土）大学渋谷校舎 10階スカイ
ラウンジ

 「シャンソンいかが
ですか？－貝山幸子
の世界－」仙台在住の
シャンソン歌手、同
窓生の貝山幸子様の

楽しいおしゃべりと素敵なシャンソンで
楽しいひと時を過ごしました。国文科卒
業後にパリに単身渡り、ご自分の道を切
り開いていらしたバイタリティ溢れる貝

山幸子様のお話は聞いて
いる者を引き込み、聞い
ている私どもを元気にし
てくれる講演会でした。

●第 2 回セミナー開催
2月 20日 (土 ) 桜会会館ホール
 「イタリア留学が私を
変えた」と題し、同窓
生で管理栄養士の山内
千夏様からお話を伺い
ました。山内千夏様の
卒業後、製菓メーカー
で商品企画に携わった後に留学を決めた
経緯、留学中の想い出話と共に、料理に
対する情熱もお話してくださいました。

●予定
6月 18日（土）午後　総会後に講演会を行
ないます。

実践キャリアネット
実践キャリアネットは「仕事」「働く」をキーワードとした同窓生のネットワークです。
世代・学部を超えた仲間との異業種交流、キャリアアップの為のセミナー開催、在校
生支援、卒業生就職･転職相談などの活動を行っています。セミナー、講演会は「仕
事」経験の有る方は勿論、無い方でも大歓迎です。入会をお待ちしております。

   
実践ときわ会
　1月11日、祝・成人の日のお手伝いがとき
わ会の本年最初の仕事でした。卒業生の
90％近くの方が出席、全員が振袖姿という
のも壮観でした。ときわ会は、パーティーで
「この会を同窓会が催したということを忘
れないで」と申し上げましたが、4回目の会
で、やっと「ときわ会」という呼称が多少浸
透したような感じを受けました。毎年2～
3月の卒業前に桜会とときわ会が話をする
機会をいただいているお蔭なのではないで
しょうか。
　しかし、もっともっと「ときわ会」が中高生
に身近になることを発信していかねばなら
ないということを痛感致します。
　ときわ会の活動に、皆様の益々のご協力、
ご支援をよろしくお願い申し上げます。
■総会　6月12日（日）11時～15時　
於 実践桜会会館　会費2,500円
総会後、三遊亭道楽師匠による落語口演
会員外　500円
■第4回初風緑さんのストレッチ
9月に予定
■渡辺美佐子さん観劇会　秋に予定
■「ときわ会通信」4月、10月に発行
■「祝・成人の会」へ協力　　　　　　　　

（会長　古藤黎子）

   実践技芸科会
　会員の高齢化に伴い大きな行事は取止
めとなりましたが、活動の方では各手芸教室
を主として毎月定期講習会を開催していま
す。
　会員も増え、お互いの交流の場となって
楽しく過ごしています。
■定期講習会　
・ハーダンガー手芸教室　
第2木曜　　　11:00～15:00
・染色教室(かえで会)　　
第2火曜　　　11:00～15:00
・編物の会　　　　　　
第3金曜　　　12:00～15:00
・日本刺繍教室(萌黄会)
第1・3木曜 　12:00～15:00
■手作り品製作(桜会バザー用)　　　　
6月25日  11:00～15:00
■桜会バザー販売協力
■バザー当日手作り品寄贈・販売
■古切手収集　
使用済古切手を集めて福祉に送っている。
●連絡先　TEL044-861-6390

(記　録　西原　操)  (科会長　中岡久恵)

   実践被服科会
　昨年は元学長飯塚幸子先生の講演会「卒
業生が語る学祖下田歌子」に多くの卒業生
が集いました。被服科会の存在と意義をお
知らせできたと思います。今年度は総会と
下記の3事業を計画致しました。前年度の
富岡製糸場見学を更に展開させて、東京農
工大学科学博物館で器械製糸を実際に見
せて頂きます。今年は旧被服学科、現生活
環境学科のベースである日野キャンパスの

第2次整備計画が完成します。ご参加を通
じて、母校と繋がり、会員のたての繋がりも
楽しんで頂けたら嬉しく思います。
■第25回総会と懇親会
日時：平成28年4月17日（日）
場所：銀座三笠会館本館(銀座並木通り)
総会　　　11：30～12：10
懇親会　　12：30～14：30
■講演会 お出かけ好きは長寿の秘訣
日時：平成28年6月13日（月）
場所：実践桜会会館
■見学会 東京農工大博物館見学とランチ
日時：平成28年9月27日（火）
場所：東小金井、東京農工大学科学博物館
ランチ：武蔵小金井「TERAKOYA」
■講習会<クリスマスリース製作>
日時：平成28年11月29日（火）
場所：実践桜会会館
■会誌発行
「歌ごろもニュースNo.20」　 6月上旬
「歌ごろも第25号」　　　　12月上旬
行事の詳細は逐次、HPに掲載いたします。
会員以外のご参加も歓迎致します。　　　
●連絡先：TEL＆FAX　03-3721-9378

(科会長　松岡久美子)

   実践家政科会
　世界中の不穏な動きに驚愕致しました。
女性の力で平和をとり戻したいと思います。
今年も家政科会をご指導、ご支援下さい。
　56回家政科会の総会には、理系の卒業生
として「男女共同参画社会」に協和出来る自
信を身に付けるべく勉強したいと、講話をお
願い致しました。
■「家政科会たより」発行  5月20日(金)
■第56回家政科会総会  講演2題
日時：5月29日(日)　10時30分より
於：ホテルニューオータニ
・生活科学部部長　城島栄一郎先生
「下田先生の家政学」
・女性労働協会理事長　鹿嶋敬先生
「男女共同参画社会」
・クラシックコンサート12時20分より
■観劇会　6月19日(日)　於：三越劇場
「深川の鈴、国定忠治」
市川月乃助・波乃久里子・伊吹吾郎
■中国料理講習会　8月21日(日)
■福祉施設作業用エプロン縫製
9月28日(水)　於：桜会会館
■バス見学会　11月16日(水)
青梅市小澤酒造・玉堂美術館
■歳末助け合い及びキリスト教海外医療協
力会支援　12月
■新年会　平成29年1月25日(水)　12時
於：ハイアットリージェンシー
●連絡先：TEL＆FAX　045-571-0213

(科会長　熊切冨子)

   実践国文科会
　国文科会の28年度行事は下記のように企
画いたしました。どうぞご参加ください。
　昨年、大学文芸資料研究所のご紹介で
国文科会も「東京都台東区立一葉記念館」
の「一葉祭」に参加できるようになりました。

詳しくは「りんどう」事業部欄でお知らせいた
します。
■総会　4月23日(土)13:00～
於：大学渋谷校舎内
■記念講演会(総会後)14:30～
講演：能「葵上」を楽しむ
講師：実践女子大学教授　影山輝國先生
　　　宝生流能楽師　　小倉伸二郎先生
於：総会後の会場
■神奈川近代文学館見学　
6月10日(金)
「文学の森へ　神奈川の作家たち」
―夏目漱石から萩原朔太郎まで―
■会誌「りんどう」発送　7月7日
■寄り道文学散歩
調布市「武者小路実篤記念館」を中心に
10月13日 京王線仙川駅界隈
■一葉祭　11月23日
於：東京都台東区立「一葉記念館」
■新年会　平成29年1月29日
■能・狂言鑑賞会　2月11日(土)
於：国立能楽堂
演目：能＜葵上＞　狂言＜呂連＞
＊なお、詳細については「りんどう」又はホー
ムページをご覧ください。
●連絡：実践桜会　実践国文科会

(科会長　若松幸子)

   実践英文科会
　1月24日（日）に開催しました新年会には、
新しい顔がまた増えました。
　この新しい会員の方々にもさらに輪を広
げていただけるよう、今年度も講演会・勉強
会など会の活動に力を注いでいきたいと思
います。
　今年は、英文科会独自の秋の見学会を
企画するつもりです。
　是非ご参加ください。　
■総会：6月12日(日)
■講演会
日時：6月12日(日)の総会後
13：00～15：00
講師：稲垣伸一先生
テーマ：未定
会場：実践桜会会館　1Ｆホール
■「英文科会だより」
2016年発行9月下旬
■見学会
日時：10月下旬～11月上旬
■新年会
日時：平成29年1月
■常設勉強会 
於：実践桜会会館
輪読会A:第2・第4金曜日10:30～12:30
輪読会B:第1・第3金曜日10:30～12:30
●連絡先：TEL＆FAX　045-862-3744

（科会長　山内典子）

詳しくは実践桜会
ホームページをご参照ください。科会だより活動方針と行事予定

　不二山先生は昨年11月5日に96
才でお亡くなりになられました。
　私は昭和25年に2割が焼け残っ
た中学校に入学しました。既に女
子教育の一環として表千家流の茶
道部はあり、高校生になった頃に不
二山先生が指導にみえておられま
した。大学の茶道研究会では茶道
の歴史、表千家の事など作法に限ら
ず内容は深くなりました。大変怖
い先生で圧倒される雰囲気に緊張
しましたが、正統派の知識をもち、
解りやすくはっきりとした物言い、
モダンなお姿、若かった私達は魅了
されて先生の茶道を吸収しました。
「間の悪い人は駄目、今で言うタイ
ミングの良い人になる為の稽古で

しょ」私達がまごまごしていると
「そういうのを間ぬけっていうの
よ」とガンとやられました。「客は主
を思い、主は客を思う…思いやる心
を、重きは軽ろく軽ろきは重く心が
け所作の美しさを身につける」等々
…。最も印象に残るのは「食べる事
が好きなら懐石料理の事、布が好き
なら裂の事、文字が好きなら掛け軸
の事、陶器や塗物の事、大工しごと
の事、庭の事…、茶道は生活全般に
係るので必ず得意の分野に出合え
るからそこがはじまり」と言う教え
でした。大学での茶道研究会は正
にそのように活動し、保守的な女子
大学で他大学との交流、学外での茶
会など、先生の指導の許で実現でき

ました。70年以上の歴史ある研究
会を充実させて現在に引継がれて
いる功績は大きな事と改めて思い
ます。
　茶道の教えは時代が変化しよう
とも今の若い人達を「強くて弱く
て、明確で曖昧で、礼儀正しくて適
当で…」日本人が失ってはならない
不思議で大切なものを育ててくれ
ると信じます。                 

   （ふじた  ようこ）

不二山喜三子先生を偲ぶ
　　　　　                                                             　　　　　　　　　　　　　　 藤田陽子

（昭和 35年／大国卒）
茶室にて筆者

ありし日の不二山先生 不審庵茶会にて
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実践キャリアネットが
発足15年を迎えます

テニスクラブ
「まるみの会」実践キャリアネット事務局長

　                野中裕子
（昭和 51年／大英卒）

　実践キャリアネットは、実践桜会理事長直轄の組織で、
2003年に発足しました。2018年度には 15年目を迎え
ます。｢仕事 ｣｢ 働く｣をキーワードとし、世代・学部を
超えた仲間とキャリアアップの為の異業種交流、セミナー
開催、在校生支援、卒業生のための仕事についての何
でも相談など、活動を行っている同窓生のネットワーク
です。
　発案は、当時の桜会理事長の若松さんです。長い間、
働く実践卒業生の会の創設を温め、発足準備事務局の
市川さんと共に 2001年から準備に入りました。会の趣
旨、卒業生の情報をどのように集めるのかなどを検討後、
発起人会を作る具体的な準備を開始しました。発起人を
人選、ご賛同を得て参加いただくこと、これが大変だっ
たと伺いました。
　2003年 2月に発起人会を開催し、2003年 5月に桜
会総会で「実践キャリアネット設立」が承認され、その後
会則を作る準備などを経て、構想から 3年後、2004年
2月に「第 1回のキャリアネット総会」を開くことができま
した。このような諸先輩方の多くのご苦労の末、実践キャ
リアネットは誕生いたしました。
　私どもは現在、女性のための情報をいろいろ模索して、
いきいきと働き・楽しく・キャリアと活力 UPに繋げてい
ただけるような ｢セミナー ｣と｢ 会員交流会 ｣を年に数
回開催し、また毎月第 4土曜日の ｢卒業生のための仕
事についての何でも相談会」では、就労に詳しい資格者
の相談員が世代を問わず職場、転職、再就職など、あ
なたの悩みを親身になり一緒に考え支援をしております。
「在校生支援」活動は、2月に渋谷校舎、日野校舎にて

まるみの会  60年の絆
　その名の由来は丸く柔らかいソフトテニスの
球からきたものです。「まるみの会」は昭和 32
年から現在まで 60年近い歴史を持つ、中高軟
式テニス部（現ソフトテニス部）の卒業生と顧問の先生方
の集まりです。この会の発起人であり、その元となる軟
式テニス部を立ち上げ、中心となってご指導をされた阿
原八郎先生（元実践女子学園中学校・高等学校校長）に
お話を伺いました。

軟式テニス部の誕生とまるみの会のはじまり
　昭和 22年に先生が理科の教員として奉職した当時、
まだ軟式テニス部はありませんでした。そこで希望者を
募り、2年後の昭和 24年に 10名ほどの生徒を集めて
軟式テニス部はスタートしました。当時中学 3年生だっ
た渡辺美佐子さんもメンバーの一人でした。
　まずは“みんなで楽しくテニスをする”ことを目指して、
基本技術を学ぶ練習を行いました。当時校庭はアスファ
ルトで、ずっと土のコートに憧れていたそうです。
　その後部員が急増し、数学の谷先生・関森先生、社
会科の飯塚先生・小川先生が顧問に加わりました。人数
制限のため体育館の壁に 10連続で打てたら合格という、
関森先生発案の入部試験を実施するほどの人気でした。
阿原先生は顧問として、部員同士の信頼と思いやりの大

開催されます実践女子大学キャリアセンター主催の ｢卒
業生と在校生との交流会～OG懇談会～ ｣に実践キャリ
アネットとして会員が参加し、在校生の就職や仕事につ
いての相談に答えております。
　実践女子大学キャリアセンターでは、卒業生と在学生
との交流を活性化させるべく「実践OGサポーター」の構
築準備を始められました。私ども実践キャリアネットも、
その趣旨に賛同し協力する所存でございます。

　実践キャリアネットは仕事をしている方に限らず、仕事
に興味や関心がある方、在校生の支援にご協力いただ
ける方、実践の卒業生はどなたでも入会できます。
　今年度は、実践キャリアネット会員の拡大を目標にし
ておりますので、卒業 1年目の方から、シニア世代まで
年代を問わず大歓迎です。
　是非、皆様のご入会をお待ちしております！
＊入会申し込みは以下からお願いします。
・実践桜会ホームページ：http//:www.j-sakura.org
・実践桜会電話：03-3407-7459

（のなか　ゆうこ）
[ 野中裕子プロフィール ]
実践女子学園中学・高校・大学英文科を卒業後、株式会社東急ホテル
チェーン ( 現 株式会社東急ホテルズ ) 本社に入社し現在に至る。2003
年実践キャリアネットの活動に参加し、2014 年から実践キャリアネット
事務局長

切さを第一に指導に当たっ
てこられ、そのこころは現在
の佐川先生まで脈々と引き
継がれ、ソフトテニス部は
今や関東大会に出場するほ
どの強豪校となっています。
　クラブ誕生から 8年後、
卒業後も繋がりが続くように
と先生はOG会を提案。学
校を会場とし、決めた時間内であれば出入り自由、用事
のある人は途中で帰っても良い。そんな縛りのない会で、
午前はテニスを楽しみ午後は昔話に花を咲かせる。顧
問・生徒という立場や卒業年は違っても、“軟庭”でつな
がった心を許す仲間達の交流の場となりました。まるみ
の会の今後について、”自然の流れに任す”と阿原先生は
お考えです。

まるみの会の今、そしてこれから
　現在約 200名の会員を持つまるみの会では、学年責
任者を中心とした横のネットワークと先輩後輩の縦の連
絡網を中心にして積極的に活動を続けています。卒業年
毎に交代で幹事を務め、1～ 2年おきに母校の校舎を
借りて交流会を開いています。その際、連絡先のデータ
更新や次回幹事の選出なども行っています。
　昨年 6月には「阿原先生の米寿の会」を開き、お祝い
のために 80名もの方が桜会会館に集まりました。遠方
からも数多くのOGがいらっしゃったということです。
　今回、卒業生の一人として「まるみの会」を取材して、
強く印象に残ったことが二つあります。一つは緻密なシス
テムを駆使し、絆を絶やさないように努力されていること。
そしてもう一つは、「阿原先生や顧問の先生方が本当に
熱心に面倒を見て下さった」、「必死にボールを追いかけ
た日々、みんなで一緒に頑張った思い出が忘れられない」
という会員の皆さんの言葉です。
　この絆がある限り「まるみの会」はこれからも続いていく
のだと確信しました。　　　　　　　　（記：青山マキ子）講師と運営委員の面々

セミナーの様子（2016 年 2 月）

挨拶をする阿原八郎先生

先生の米寿を祝うため、80 名もの OG が集合

練習に打ち込む生徒

憧れの阿原先生・谷先生と
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本部だより

学祖祭
　10月8日（学祖のご命日）、護国寺に
て墓参を終えた学園関係者と共に、実
践桜会会館にお祀りした下田歌子先
生の祭壇に、一同参拝を致しました。
本年も実香会によります、お供え香
の儀が執り行われ、厳かな雰囲気の
中、多数の学園関係者の方々、また学
生の皆様にもご参拝いただき、近代日
本女子教育者の先駆者としての学祖
の偉業に思いを新たにいたしました。
　今後とも多くの会員のみなさまが
学祖のお祀りにご参加下さいますこ
とを願っております。
　また、午後よりご宗家三條西堯水氏
をお迎えして、実香会によります余香
として「常磐香」を開催し、優雅なひと
時を満喫いたしました。

母校教育助成事業
　平成27年度定時総会（5月17日）に
実践桜会より学園助成金を井原学園
理事長に贈呈しました。
　大学「常磐祭」・10月18日（渋谷キャ
ンパス）11月8日（日野キャンパス）に
おいて、実行委員会に協賛金贈呈及び
桜会賞（研究部門・芸術部門）を授与し
ました。

実践桜会奨学基金事業
　学園高校生１名に給付しました。公
募により実践女子大学生１名に給付
いたしました。

実践桜会国際交流基金事業
　留学生2名（中国1名、韓国1名）に奨
学金を給付しました。
　10月と3月に実践桜会との交流会
を開催しました。

社会活動助成事業
　会員以外の参加者も視野に入れた諸
活動を行った5科会、16支部、計21団体
に社会活動助成金として上限5万円を
助成しました。

法律相談
　月1回、第2水曜日（11時～16時）に

行っています。秋田瑞枝弁護士が相
談を担当します。事前に電話で予約
してください。秘密厳守をお約束い
たします。詳細は実践桜会会館にお
問い合わせください。

実践桜会バザー開催
　平成27年10月24日（土）25日（日）実
践女子学園中高ギャラリーアリーナ
会場にて、中高ときわ祭協賛バザーを
開催いたしました。会員の方々、各科
会、全国各支部からの特産品、手作り
品、雑貨等多数ご寄贈頂きました。母
校記念品も販売いたしました。皆様
のご支援ご協力に厚く御礼を申し上
げます。

●バザー寄贈品ご提供のお願い

中高ときわ祭協賛バザー
開催日：平成28年10月29日（土）30日
（日）
＊寄贈品のご提供（受付期間4月～10
月17日）をお願いいたします。
※衣類は新品に限らせて頂きます。
＊バザー当日のお手伝いを募集しま
す（受付期間4月～9月末）。桜会事務
局か桜会文化部へご連絡ください。

初春歌舞伎観劇会
　平成28年1月10日（日）国立劇場に
て14年振りの再演、河竹黙阿弥作「小
春穏沖津白浪－子狐礼三－」（尾上菊
五郎監修）を323名の会員と共に観劇
いたしました。お正月らしい華やか
な趣向、迫力ある主役の立ち廻り、引

桜会との交流はこれからも続けたいと、皆さん

き立たせる捕り手の動き技に観客も
大喜びで拍手喝采でした。今年も多
数のご参加を頂き、誠にありがとうご
ざいました。

会費納入のお願い（年間費2,000円）

一般社団法人教育文化振興実践桜会の運営・活動は皆様の会費によって
支えられています。会費未納のかたは、振込用紙にてお近くのコンビニ、
ゆうちょ銀行および実践桜会本部窓口でご納入願います。また、下記の
銀行口座を使い、銀行振り込みもご利用ください。
 

みずほ銀行渋谷中央支店（１６２）
 口座番号普通１１８９７９５
 一般社団法人教育文化振興実践桜会

なお、振込用紙がない場合は、実践桜会会館までご連絡ください。
TEL：03-3407-7459    FAX：03-3499-0835
＊いずれの場合も会員番号、卒年学科のご記入をお願い致します。

左から笈田ハージァラ シェイクさん、陳 
陽淑さん、呉さん

TOPICS
　平成28年3月5
日（土）、第2回奨
学生交流会が実
践桜会会館で行われました。西
向常任理事らによる着付けで、奨
学生の美しくあでやかな振袖姿
が披露されました。参加者から
将来について問われ、目を輝かせ
て語る姿がとても印象的でした。
スピーチでは、それぞれの研究
成果等を報告。今後の活躍が期
待されます。

研究の成果を発
表する呉 爽さん

　昭和42年4月、青森から上京して、
実践女子学園短期大学生活科に入学
しました。学校敷地内にある常磐寮
からの通学でした。当時、常磐寮は、
東寮と西寮の和室旧寮と7階建ての新
寮の3棟でした。1室4名で約400名の
寮生活の学生がいました。
　学寮があるということで、両親はも
とより自分自身、都会生活に何の不安
もなく、新しい生活に希望、期待、憧れ
を胸いっぱいにしての第一歩でした。
　最初の1年目は、大学被服科4年、大
学被服科2年、短大生活科2年の先輩

方との両側に2段ベッドと机が備えつ
けられた3階での生活でした。朝食、
夕食はもとより昼食まで寮に帰って
できお箸を持参するだけで、片付けす
る必要もなく、地下には大浴場、洗濯
室、アイロン室設備があり、セントラ
ルヒーティングでした。生活用品を
販売する売店もあったので東京に慣
れるまでしばらくは外出せずとも生
活できました。玄関を入ってすぐの
事務室には、寮長の塩川教授に代わ
り、生活の面倒をみてくださった寮監
の守屋先生、飯島先生がおり、8時すぎ
から安くなる郷里からの長距離電話
を取り次いでくれ、嬉しい書留受領の
御用までしてくれました。守屋先生
は女性で初めての小学校校長と噂が
ありましたが、大田区に住んでいた夫
の小学校の担任で、後年の、校長職に
就いたということで奇縁を感じまし
た。

結局、大学食物科に編入学したので常
磐寮で４年間生活しました。１階、７
階と移り、渋谷駅7分、高級住宅街、眺
望よし、設備完備の学寮でした。
　思い出しても恵まれた、夢溢れた時
代でした。全国から集まった家庭環
境も全部、学科も異なる寮の友人達で
したが、実践で学ぶという共通項でつ
ながり、毎日毎夜、尽きないお喋りに
興じた日々でした。現在でも交流が
あり、懐かしむのは寮のおかげです。
私達の常磐寮は、今はありません。あ
の場所には、大学建物があります。あ
の時代の青春の絆を、復活させません
か？
　同窓会総会は、毎年、渋谷セルリア
ンホテルで開催されます。その前後
にホテルに集い、寮生活の懐かしい思
い出を語り、あの時代にタイムトリッ
プしたいものです。

常磐寮同窓会を
しましょう
　　  持田けい子（旧姓  高谷）

（昭和 46年／大食卒）

　名称「みなな会」は昭和37年卒業と
いうことで、塩川ふみ先生が命名をし
て下さいました。
　はじめは実践女子大学在職者の方
たちが音頭をとって下さり、その後
は旧桜同窓会館3階和室で15回まで
行い、子育て中は子供同伴の方が多
く、皆で保育役をしたことも楽しい思
い出です。
　毎回クラス会閉会の頃に次回の幹
事と日取りを決めますが、皆さん自発
的に受けて下さり、その方たちに会
場、会費もすべておまかせいたしまし
た。「みなな会規約」も出席者で決め、
連絡費、諸費用代として運営費の名

目で年500円徴収しやって
きました。毎年クラス会を
やっていますし、数年毎に
担当の幹事が名簿を作成し
て下さいますので、クラス
の人たちの住所、近況も把
握できていることもすばら
しいことだと思っておりま
す。
　23回目のクラス会は日
野校舎が新設開校になりましたので
日野で行い、衛藤君代先生に校内を案
内していただきました。25回記念は
箱根仙石原仙鶴荘で1泊。30回記念
は片瀬江の島で1泊。60才還暦のお
祝いは京都方面の方が幹事を受けて
下さり、京都南禅寺の菊水で1泊し、京
都を自由散策しました。40回記念は
北海道在住の方が計画して下さり、3
泊4日貸切りバスで札幌、定山渓、富良
野、旭山動物園など廻りました。49回
はクラス会後、新設となった渋谷校舎
と桜会会館を見学しました。50回記

念は“なつかしい渋谷で‼”というこ
とで、学校近辺でいたしました。
　卒業後53年、みなな会は50年。こ
の内の3回は卒業した年、塩川ふみ先
生がお亡くなりになった年、阪神大震
災の年は、幹事も開催地も関西でした
ため中止になりました。こんなにも
クラス会が続いたのも、クラスの皆
さんの学校愛、友情また自身の健康、
家族の愛情と理解にも恵まれた賜と
思っております。
　みなな会に感謝‼　私たち一人一
人が置かれた環境に感謝‼

（おおや　よしこ）

クラス会 50回を
むかえて思うこと
　　　　　  みなな会幹事  大屋恕子

（昭和 37年／大食卒）



結婚相談室
　実践女子学園に所縁のある方のご結婚に向かって、出会い
の場を広げて頂くお手伝いをしています。
【相談日】毎月第 2・第 4土曜日 10:30～ 16:00
         ★ 10月第 4土曜日のみ第 3土曜日に変更
【休　室】8月第 2土曜日、12月第４土曜日
【会　場】実践桜会会館（渋谷校舎隣接）
【入会資格】学園卒業生および卒業生のご紹介の心身共に
　　　　　健康な女性・男性
【入会金】2万円と書類代 1千円
【入会時にご用意頂く物】
　　入会されるご本人自筆の履歴書
　　写真 3枚～ 5枚（本人のみ、スナップ可）
　　★詳細は相談日にお問い合わせください。
【連絡先】TEL:03-3407-7459（実践桜会会館）

実践桜会囲碁教室
　近年、教育の場に囲碁が問題になっているのはなぜでしょ

うか？　一般に変化が無限で奥深い面白さがあるのですが、
それに加え、囲碁の良さは暗記力とは違う脳の鍛え方ができ
ることです。つまり、正解が分からない中で最善を考えられ
る能力が鍛えられるということが、その１つだそうです。皆
様も挑戦してみませんか。（Y.K）
【教室の開室予定日】
原則として、第 2・第 4月曜日（13：00～ 16：00）
2016 年　4/11　4/25　5/9　5/23　6/6　
6/27　7/11　7/25
8/8　8/22　9/12　9/26　
自由対局　6/20　10：30～ 16：00
【会費】  一回　1,000円（自由対局　500円）
【講師】　柳川正興（アマ 6段）
【連絡先】TEL:03-3407-7459（実践桜会会館）

実践桜会会館・貸室のご案内
　科会の委員会、サークル活動、クラス会等に多数ご利用い
ただいております。貸室予約、料金は実践桜会会館にお問い
合わせください。

告知板

【寄附者ご芳名】（敬称略）
佐渡三枝子、篠田俊子、三日月の会（S59 年卒 高三 7 組）、福村和子、
佐藤順子、鹿喰登志子、故 市川美奈子、S26 年専門生活卒業生、実践
桜会愛知支部、浦上淳子、西向みち子　＊ご寄附は随時受け付けております。

【お願い】転居・改姓等をされた方および会費のコンビニ入金をされる方で住
所変更もある場合は、会員番号、卒年学科をご確認の上、実践桜会事務局

（TEL:03-3407-7459、FAX:03-3499-0835）までご連絡ください。

編集・発行：一般社団法人教育文化振興実践桜会
編集・発行人：浦上淳子
〒 150-0011 東京都渋谷区東 1-1-40
TEL：03-3407-7459　FAX：03-3499-0835
URL：http://www.j-sakura.org
広報部メールアドレス :jissen-sakura-koho@dance.ocn.ne.jp
振込口座：東京 00190-0-23848
印刷：凸版印刷

［編集後記］
●今号で「那与竹」「なよたけ情報版」と8冊数え、4年間の広報活動を終えます。入
学時「生徒手帳」には「堅実にして質素、しかも品格のある女性の育成をもって建
学の精神とする」と書かれていたと記憶しています。このことばは社会にでたあと
も傍らにありました。下田精神は、各地にいる先輩方によって、教育に、事業に、社
会活動のなかにしっかりと根づいていました。歴史ある実のある学園の卒業生とし
て、改めて誇りがもてました。実践桜会の絆を大切にしたいものです。(建部静代)
●多くの年間行事の写真を撮りました。「祝・成人の会」、子連れ歓迎の同窓会、百
寿を迎えられた方、昨年の岩村の旅でも同窓生の年齢層の厚さを実感。「那与竹」
を通して絆が深まる事を願います。また、ひとつ世界が開けました。（松尾千秋）
●各分野で活躍する卒業生の取材を通し、その陰に必ず友人達の存在があるこ
とを知りました。その意味で実践女子学園は”夢を育むゆりかご”と言えます。仲
間達に支えられて、私も新たな一歩を踏み出そうと思っています。(青山マキ子)
●「那与竹」、「なよたけ情報版」に携わって2年が経ちました。支部のネットワー
クの活性化、50年ぶりの科会発足と、喜ばしいニュースが続いております。「那
与竹」を開いて、懐かしいお顔を見つけた方もいるのではないでしょうか？楽しん
でいただければ幸いです。（山口みなみ）

2016 一般社団法人教育文化振興 実践桜会 無断転載禁止 PrintedinJapan

実践桜会は皆さまの会費で運営されています。年会費2,000円の納入をよろしくお願いします。
同封の振込用紙でご納入ください。お近くのコンビニまたはゆうちょ銀行か郵便局（窓口、ATM）を

ご利用下さい。実践桜会事務局でも受け付けております。

岩村 collection 2

教室の風景

【表紙の色】日本の伝統色より「薄色」

実践桜会全国交流会　岩村の旅
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　平成28年度の定時総会を下記の要領で開
催致します。代議員ならびに一般正会員の皆

様のご出席を賜りますよう、宜しくお願い申し

上げます。

日時： 平成28年5月15日（日）
午前11時開会(10時30分開場)
場所： セルリアンタワー東急ホテル
 B2F　ボールルーム
 東京都渋谷区桜丘町26-1
 （渋谷駅徒歩5分）
 TEL：03-3476-3000
議題： 1.平成27年度事業報告の件
 2.平成27年度決算書承認の件
 3.公益目的支出計画実施報告書承認
 の件
 4.監査報告
 5.役員改選の件
 6.平成28年度事業計画（案）及び予算
 （案）の件
 7.定款変更の件

＊総会終了後、懇親会を開催致します。

会費： 会員 10,000円
 新入会員 9,000円

(会費は当日会場でも受け付けます。
ただし、会費納入済の方、未納の方に

かかわらず、5月12日以降キャンセル
の場合は会費を頂戴いたします。ご

理解のほど何卒宜しくお願い申し上げ

ます。)
＊代議員は、後日お送りする「出欠連絡書」に

ご記入の上、4月30日（土）までに郵送にてお
知らせ下さい。

一般正会員で総会及び懇親会にご出席の方

は、実践桜会事務室へ4月30日（土）までにお
申し込みください。尚、一般正会員は総会で

の議決権はありません。

〒150-0011 東京都渋谷区東1-1-40
TEL：03-3407-7459  FAX：03-3499-0835
E-mail：jissen-sakurakai-jim@forest.ocn.ne.jp

平成28年度

定時総会のご案内


